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物
語
な
る
も
の
の
実
態
を
求
め
て
気
ま
ま
に
草
し
て
き
た
本
稿

も
、
う
き
世
の
定
め
で
、
早
く
も
閉
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
が

き
た
よ
う
だ
。
論
ず
べ
き
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る

と
同
時
に
、
も
は
や
事
改
め
て
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何

も
な
い
、
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
と
も
あ
れ
、
言
い
忘
れ
の
悔
い
を

残
し
た
く
な
い
。

一	

古
典
の
研
究
者
が
、
古
典
（
の
原
拠
）
に
接
し
な
い

と
は
？

い
き
な
り
思
い
出
話
の
よ
う
で
恐
縮
な
が
ら

―
と
は
い
え
、
懐

古
趣
味
を
ひ
け
ら
か
す
の
は
年
寄
り
の
弊
だ
そ
う
だ
が
、
い
ま
の
稿

者
に
は
ま
さ
し
く
適
応
し
た
表
現
で
は
あ
る

―
稿
者
が
最
初
に
手

に
し
た
、
あ
る
い
は
購
入
し
た
『
源
氏
物
語
』
の
テ
キ
ス
ト
は
朝
日

新
聞
社
の
日
本
古
典
全
書
で
あ
っ
た
。四
六
判
の
ハ
ン
デ
ィ
な
形な

り

で
、

全
八
冊
。
部
分
的
な
現
代
語
訳
が
簡
素
な
頭
注
の
大
部
分
だ
っ
た
。

台
詞
な
ど
に
は
話
主
の
名
が
小
字
で
案
内
が
あ
る
の
は
、
現
在
の
注

釈
と
同
じ
。
紙
質
が
悪
く
て
、
す
ぐ
に
焼
け
て
変
色
し
て
し
ま
っ
た

の
は
閉
口
し
た
が
、
紙
が
が
さ
つ
な
分
だ
け
軽
量
で
あ
り
、
そ
れ
な

り
に
使
い
勝
手
の
い
い
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
。

そ
の
後
、出
版
社
の
要
請
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
、い
ろ
い
ろ
な
サ
ー

ビ
ス
が
添
加
さ
れ
て
ゆ
き
、
本
文
の
傍
注
に
セ
ピ
ア
色
で
現
代
語
訳

を
付
し
て
、
原
文
と
対
照
で
き
る
よ
う
に
し
た
新
潮
日
本
古
典
集
成

だ
の
、
頭
注
・
本
文
・
現
代
語
訳
の
三
段
組
を
同
時
に
見
く
ら
べ
る

こ
と
が
で
き
る
小
学
館
の
日
本
古
典
文
学
全
集
、
そ
れ
に
さ
ら
に
カ

ラ
ー
を
交
え
た
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
だ
の
、
至
れ
り
尽
く
せ
り

物
語
の
本
義
㈢

横　

井　
　

孝



― 38 ―

の
テ
キ
ス
ト
が
流
通
す
る
こ
と
に
な
る
。
い
ま
や
『
源
氏
物
語
』
研

究
の
論
文
の
九
割
以
上
が
、
四
六
判
の
新
潮
集
成
版
を
避
け
て
、
こ

の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
え
る

ほ
ど
、
学
界
の
な
か
で
の
盛
況
ぶ
り
で
あ
る
。

稿
者
も
、
右
に
記
し
た
よ
う
に
活
字
か
ら
出
発
し
た
人
間
で
あ
る

か
ら
お
互
い
さ
ま
な
の
だ
が
、
こ
の
至
れ
り
尽
く
せ
り
の
サ
ー
ビ
ス

満
載
・
便
利
至
極
の
テ
キ
ス
ト
が
「
源
氏
物
語
体
験
」
の
当
初
か
ら

与
え
ら
れ
て
い
る
と
し
た
ら
、
日
ご
ろ
無
意
識
に
呼
吸
す
る
が
ご
と

く
、サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
こ
と
が
そ
の
ま
ま
自
然
に「『
源
氏
物
語
』

を
読
む
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
過
日
、

近
世
文
芸
の
専
門
家
が
、
種
彦
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
の
演
習
の
授
業

に
、
学
生
が
新
編
全
集
の
『
源
氏
』
を
使
っ
て
い
て
何
の
疑
問
も
感

じ
て
い
な
い
ら
し
い
、
呆
れ
た
、
と
い
う
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
『
偐
紫
』
な
ら
ば
『
湖
月
抄
』
あ
た
り
を
参
看
す
べ
き
だ

が
、
下
手
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
と
、
季
吟
の
影
印
叢
刊
の
も
の
な

ら
ま
だ
し
も
、
活
字
版
の
『
湖
月
抄
』

―
猪
熊
夏
樹
の
『
増
註
訂

正
源
氏
物
語
湖
月
抄
』（
積
善
館
）
は
た
ま
た
講
談
社
学
術
文
庫
（
有

川
武
彦
校
訂
の
覆
刻
）
な
ど
を
使
い
か
ね
な
い
。
と
も
あ
れ
、
何
も

好
き
こ
の
ん
で
写
本
を
読
み
込
ん
だ
り
、
諸
本
を
読
み
比
べ
た
り
す

る
面
倒
な
こ
と
を
す
る
の
は
、
よ
ほ
ど
物
好
き
と
い
う
こ
と
に
な
り

は
し
ま
い
か
。

し
か
し
、『
源
氏
物
語
』
は

―
い
ま
さ
ら
事
改
め
て
申
す
ま
で

も
な
い
こ
と
な
が
ら

―
、
間
違
い
な
く
作
者
に
よ
っ
て
筆
で
書
か

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
も
永
ら
く
は
筆
写
さ
れ
た
本
で
読
み
継

が
れ
て
き
た
の
で
あ
り
、
念
入
り
な
校
訂
が
施
さ
れ
、
注
釈
・
解
説
・

概
要
・
付
録
さ
ら
に
現
代
語
訳
ま
で
、
と
満
艦
飾
に
彩
ら
れ
味
付
け

さ
れ
た
「
本
文
」
な
る
も
の
と
は
、
相
当
な
距
離
の
あ
る
も
の
だ
っ

た
。
古
典
の
研
究
者
が
、
古
典
（
の
原
拠
）
に
接
し
な
い

0
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0

0

0

0

0
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0

0

と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
し
ゃ
れ
に
な
ら
な
い
で
は
な
い
か
。

二　
「
和
歌
は
別
行
に
あ
ら
ず
定
行
に
こ
れ
を
書
く
」

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
。

和
歌
の
書
記
法
は
、
歌
集
で
あ
れ
ば
、
一
行
書
き
二
行
書
き
の
差

は
あ
れ
ど
詞
書
を
低
書
し
、
和
歌
は
そ
れ
よ
り
も
高
所
か
ら
記
す
と

い
う
定
型
が
共
有
さ
れ
て
い
た
か
に
思
え
る
。
一
方
、
物
語
本
文
中

の
和
歌
が
ど
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
話
題
に

な
っ
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

活
字
版
で
あ
れ
ば
、
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
は
地
の
文
か
ら
二
字
下

げ
に
記
し
、
末
尾
は
改
行
し
て
あ
る
の
で
和
歌
で
あ
る
こ
と
は
一
目

瞭
然
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
和
歌
を
詠
出
し
た
人
物
ま
で
特
定
し

て
あ
る
か
ら
、
活
字
版
に
何
の
疑
問
も
感
じ
な
い
人
た
ち
、
満
艦
飾

の
テ
キ
ス
ト
か
ら
「
源
氏
物
語
体
験
」「
古
典
体
験
」
を
ス
タ
ー
ト

し
た
人
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
和
歌
の
表
記
と
は
先
験
的
に
そ
う
い
う
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も
の
と
思
う
だ
ろ
う
。そ
う
し
た
中
で
は
結
果
と
し
て
、写
本
に
よ
っ

て
は
地
の
文
と
和
歌
本
文
が
同
じ
高
さ
に
記
述
さ
れ
て

0

0

0

0

0
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い
て
、
そ
れ

を
も
っ
て
ど
う
評
価
す
る
か
、
写
本
と
し
て
原
態
へ
の
距
離
は
ど
う

な
の
か
と
い
う
価
値
判
断
を
問
う
論
考
は
奇
異
に
映
る
も
の
ら
し

い
。
そ
の
議
論
の
席
上
に
い
た
某
氏
は
、「
か
つ
て
そ
う
い
う
書
式

が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
出
来
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
本
文
の
優
劣
・
価

値
判
断
と
は
何
ら
関
係
が
な
い
」
と
言
い
放
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
書
式
・
書
記
法
が
存
在
し
た
こ
と
は
、「
存
在
」
し
た

こ
と
だ
け
の
意
味
し
か
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
「
存
在
」
が
、

そ
う
書
記
さ
れ
る
だ
け
の
何
ら
か
の
意
味
を
包
有
す
る
も
の
な
の

か
。
古
典
籍
、
写
本
な
ど
に
低
回
す
る
ば
か
り
で
、
よ
り
高
次
の
問

題
に
目
を
向
け
な
い
事
大
主
義
者
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
古
典
籍
、

写
本
に
目
を
向
け
な
い
無
知
蒙
昧
な
の
か
。
検
証
せ
ず
に
議
論
を
し

な
い
こ
と
こ
そ
「
物
語
の
本
義
」
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。

　
「
和
歌
（
の
）
書
式
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
世
紀
の
変
わ
り

目
こ
ろ
か
ら
論
考
が
散
見
す
る
よ
う
に
な
っ
た
問
題
で
あ
る
。
特
に

『
土
佐
日
記
』
は
、
紀
貫
之
に
よ
る
原
典
の
形
態
が
ほ
ぼ
推
察
で
き

る
稀
少
な
例
で
あ
り
、そ
こ
に
こ
の
書
式
が
遺
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

こ
の
問
題
意
識
の
な
か
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
項
で
あ
る
。
尊

経
閣
文
庫
蔵
国
宝
『
土
左
日
記
』
に
、
老
病
中
の
藤
原
定
家
が
「
文

暦
二
年
乙
未
五
月
十
三
日
乙
巳
」
に
「
紀
氏
自
筆
本
蓮
華
王
院
宝
蔵
本
」

を
披
見
す
る
機
を
得
た
由
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
奥
書
が

き
わ
め
て
重
要
な
の
は
、
貫
之
の
原
作
の
体
裁
が
書
か
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
当
該
の
和
歌
の
書
式
に
つ
い
て
も
言
及
が

あ
り
、其

書
様
和
歌
非
別
行
定
行
に
書
之

聊
有
闕
字
歌
下
無
闕
字
而
書
後
詞

不
堪
感
興
自
書
写
之
昨
今
二
ケ
日

終
功　
　
　
　
　
　

桒
門
明
静

（
そ
の
書
き
様
、
和
歌
は
別
行
に
あ
ら
ず
定
行
に
こ
れ
を

書
く
。
い
さ
さ
か
闕
字
あ
り
、
歌
の
下
に
闕
字
な
く
し
て

後
の
詞
を
書
く
。
感
興
に
堪
え
ず
、自
ら
こ
れ
を
書
写
す
。

昨
今
二
ケ
日
に
終
功
）

と
あ
る
。「
為
令
知
其
手
跡
之
躰
如
形
写
留
之
（
そ
の
手
跡
の
躰
を

知
ら
し
め
ん
が
た
め
、形
の
如
く
こ
れ
を
写
し
留
む
）」
と
あ
る
『
日

記
』
末
尾
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
（
上
向
き
カ
ギ 

」
印
は
改

丁
を
示
す
）。

〔
定
家
本
〕

む
ま
れ
し
も
か
へ
ら

ぬ
も
の
を
わ
か
や
と
に
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こ
ま
つ
の
あ
る
を
み
る

か
ゝ
な
し
さ
と
そ
い
へ
る

な
ほ
あ
か
す
や
あ
ら
む

ま
た
か
く
な
む

み
し
ひ
と
の
ま
つ
の
ち

と
せ
に
み
ま
し
か
は

と
ほ
く
か
な
し
き
わ
か
れ

せ
ま
し
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

わ
す
れ
か
た
く
ゝ
ち
を
し

き
こ
と
お
ほ
か
れ
と

え
つ
く
さ
す
と
ま
れ

か
う
ま
れ
と
く
や
り
て
む

〔
為
家
本
〕

ひ
と
ゝ
い
へ
り
け
る
う
た　

む
ま
れ

し
も
か
へ
ら
ぬ
も
の
を
わ
か
や

と
に
こ
ま
つ
の
あ
る
を
み
る
か
ゝ
な

し
さ
と
そ
い
へ
る
な
ほ
あ
か

す
や
あ
ら
む
ま
た
か
く
な
む

み
し
ひ
と
の
ま
つ
の
ち
と
せ
に

み
ま
し
か
は
と
ほ
く
か
な
し
き

わ
か
れ
せ
ま
し
や　

わ
す
れ
か
た
く

く
ち
を
し
き
こ
と
お
ほ
か
れ
と

え
つ
く
さ
す
と
ま
れ
か
う
ま
れ　
　

」

と
く
や
り
て
む

　

こ
の
問
題
を
扱
う
諸
家
の
「
書
式
」
を
模
し
て
、
和
歌
の
部
分
を

太
字
に
示
し
た
。

一
九
八
四
年
に
反
町
弘
文
荘
に
売
却
さ
れ
た
の
を
機
に
そ
の
存
在

を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
為
家
筆
本
と
、
同
じ
く
貫
之
の
原
典
を

直
接
書
写
し
た
は
ず
の
定
家
筆
本
と
比
較
す
る
と
、
改
行
や
オ
ド
リ

字
の
扱
い
に
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
為
家
本
の
表
記
を
よ
り
信
頼
し

う
る
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
定
家
本
に

せ
よ
為
家
本
に
せ
よ
、「
和
歌
は
別
行
に
あ
ら
ず
定
行
に
こ
れ
を
書

く
」
と
い
う
実
態
を
よ
く
表
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
て
も
、
先
の
某
氏
な
ど
は
、
お
そ
ら
く
「
か
つ
て
そ
う

い
う
書
式
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
出
来
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
本
文
の

優
劣
・
価
値
判
断
と
は
何
ら
関
係
が
な
い
」
と
い
う
自
説
を
繰
り
返

す
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
定
家
本
の
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
に
し
て
も
為
家
本

の
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
に
し
て
も
一
三
世
紀
前
半
。
さ
ら
に
両

本
が
依
拠
し
、
忠
実
に
貫
之
原
本
を
複
写
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ

の
成
立
時
期
の
承
平
四
年
（
九
三
四
）
の
こ
ろ
ま
で
、
そ
の
書
式
の

実
例
は
飛
び
抜
け
て
遡
る
こ
と
に
な
る
。
標
準
か
否
か
は
い
ま
は
措

く
と
し
て
、
年
代
の
古
さ
は
ひ
と
つ
の
基
準

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
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る
ま
い
。
そ
れ
す
ら
「
価
値
判
断
と
は
何
ら
関
係
が
な
い
」
と
い
う

の
は
、
た
だ
の
否
定
の
た
め
の
否
定
で
あ
っ
て
、
非
生
産
的
な
観
念

論
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
も
、
近
年
の
研
究
は
、「
和
歌
は
別
行
に
あ
ら
ず
定
行
に
こ

れ
を
書
く
」
と
い
う
実
例
、
つ
ま
り
、
地
の
文
の
な
か
に
和
歌
が
隠

れ
て
し
ま
う
「
和
歌
埋
没
」
の
実
際
の
例
を
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
発
掘

し
て
い
る
。
管
見
の
及
ん
だ
範
囲
の
、
お
も
な
関
連
論
文
を
こ
こ
に

一
覧
し
て
み（

１
）よう

。

⑴
阿
部
秋
生
「
解
説
」（
陽
明
叢
書
『
源
氏
物
語
・
一
（
翻
刻
・

解
説
篇
）』
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
刊
、
所
収
）

⑵
田
村
悦
子
「
散
文
（
物
語
・
草
子
類
）
中
に
お
け
る
和
歌
の
書

式
に
つ
い
て
」（『
美
術
研
究
』
第
三
一
七
号
、
一
九
八
一
年
七

月
）

⑶
田
中
新
一
「
王
朝
物
語
本
に
お
け
る
和
歌
書
式
」（
樋
口
芳
麻

呂
編
『
王
朝
和
歌
と
史
的
展
開
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
七
年

一
二
月
刊
、
所
収
）

⑷
今
野
真
二
『
仮
名
表
記
論
攷
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年

一
月
刊
）「
書
記
に
お
け
る
「
行
」
意
識
」

⑸
池
田
和
臣
「
源
氏
物
語
の
文
体
形
成

―
仮
名
消
息
と
仮
名
文

の
表
記
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
九
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
二

年
二
月
）

⑹
青
木
賜
鶴
子
「
平
中
物
語
第
二
段
の
和
歌

―
歌
物
語
の
場
面

性
」（『
百
舌
鳥
国
文
』
第
一
六
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）

⑺
今
西
祐
一
郎
「「
私
」
の
位
置

―
土
佐
日
記
・
か
げ
ろ
ふ
日
記
」

（『
岩
波
講
座　

日
本
文
学
史
（
二
）
九
・
一
〇
世
紀
の
文
学
』

岩
波
書
店
、一
九
九
六
年
七
月
刊
、の
ち
『
蜻
蛉
日
記
覚
書
』〈
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
三
月
刊
〉
に
「『
蜻
蛉
日
記
』
の
誕
生
」

と
改
題
、
所
収
）

⑻
加
藤
昌
嘉
「『
源
氏
物
語
』
は
、
手
で
か
か
れ
た
も
の
に
他
な

り
ま
せ
ん
。」（『
日
本
文
学
誌
要
』
第
八
〇
号
、
二
〇
〇
九
年

七
月
）

⑼
加
藤
洋
介
「
大
島
本
源
氏
物
語
の
本
文
成
立
事
情

―
若
菜
下

巻
の
場
合
」（
中
古
文
学
会
関
西
部
会
編
『
大
島
本
源
氏
物
語

の
再
検
討
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
刊
、
所
収
）

⑽
今
野
真
二
『
日
本
語
の
考
古
学
』（
岩
波
新
書
・
岩
波
書
店
、

二
〇
一
四
年
四
月
刊
）

⑾
加
藤
昌
嘉
「
和
歌
の
書
記
法
」（
伊
井
春
樹
編
『
日
本
古
典
文

学
研
究
の
新
展
開
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
三
月
刊
、
の
ち

加
藤
『『
源
氏
物
語
』
前
後
左
右
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年

六
月
刊
、
所
収
）

⑿
岡
田
貴
憲
「『
和
泉
式
部
物
語
』
諸
本
論
の
再
検
討

―
和
歌

書
式
の
問
題
を
手
が
か
り
に
」（『
中
古
文
学
』
第
九
〇
号
、

二
〇
一
二
年
一
一
月
、
の
ち
岡
田
『『
和
泉
式
部
日
記
』
を
越
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え
て
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
刊
）

⒀
工
藤
重
矩
「
国
冬
本
源
氏
物
語
藤
裏
葉
巻
の
本
文
の
疵
と
物
語

世
界

―
別
本
の
物
語
世
界
を
論
ず
る
前
提
と
し
て
」（『
中
古

文
学
』
第
九
二
号
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

⒁
小
林
理
正
「
平
安
（
末
期
）
写
本
の
痕
跡

―
鎌
倉
写
本
の
和

歌
書
式
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
」（
大
阪
大
学
『
語
文
』
第

一
一
二
号
、
二
〇
一
九
年
六
月
）

　

和
歌
書
式
の
専
論
の
嚆
矢
で
あ
る
⑵
田
村
悦
子
の
論
考
で
は
、『
土

佐
日
記
』
為
家
本
の
よ
う
に
地
の
文
の
途
中
か
ら
和
歌
本
文
が
始
ま

り
、
そ
の
後
文
も
改
行
な
し
に
続
く
と
い
う
「
埋
没
」
の
例
と
し
て

『
古
事
記
』
真
福
寺
本
・『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
な
ど
を
示
し
た
。

⑷
田
中
新
一
は
、
天
理
図
書
館
蔵
伝
冷
泉
為
相
筆
『
源
氏
物
語
』

末
摘
花
の
巻
の
四
例
、
天
理
図
書
館
蔵
伝
西
行
筆
『
源
氏
物
語
』
竹

河
の
巻
断
簡
の
一
例
を
挙
げ
る
。

⑾
加
藤
昌
嘉
は
、久
保
木
秀
夫
の
示
唆
に
よ
る
『
大
斎
院
前
御
集
』

の
例
、『
和
泉
式
部
物
語

0

0

』
応
永
本
の
例
、
⑺
青
木
賜
鶴
子
が
指
摘

し
た
『
平
中
物
語
』
の
例
、
甲
南
女
子
大
学
蔵
伝
藤
原
為
家
筆
『
源

氏
物
語
』
梅
枝
の
巻
の
例
な
ど
を
補
強
す
る
。

⑿
岡
田
貴
憲
は
、
三
条
西
家
本
『
和
泉
式
部
日
記

0

0

』
二
六
丁
ウ
ラ

の
実
例
、
京
大
本
・
雅
章
筆
本
な
ど
の
寛
元
本
系
・
応
永
本
系
統
の

『
和
泉
式
部
物
語

0

0

』
に
「
和
歌
同
行
形
式
」
の
痕
跡
を
追
加
す
る
。

⒁
小
林
理
正
は
、
元
永
本
『
古
今
集
』
仮
名
序
、『
古
今
集
』
の

平
安
期
の
名
物
切
「
筋
切
」、
東
山
文
庫
蔵
「
各
筆
源
氏
」
桐
壺
・

絵
合
、
天
理
図
書
館
蔵
伝
二
条
為
氏
筆
『
源
氏
物
語
』
朝
顔
の
巻
な

ど
の
本
文
削
訂
痕
に
、
や
は
り
「
和
歌
同
行
形
式
」
の
痕
跡
を
見
出

そ
う
と
し
た
。

こ
の
な
か
に
は
、
か
な
り
あ
か
ら
さ
ま
な
形
で
和
歌
の
「
埋
没
」

あ
る
い
は
混
入
と
お
ぼ
し
き
例
が
あ
り
、「
痕
跡
」
と
称
す
る
も
の

に
は
精
査
を
必
要
と
す
る
も
の
が
あ
り
そ
う
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
、「
精
査
を
必
要
と
す
る
も
の
が
あ
り
そ
う
だ
」
と
い
う
の
は
、

無
視
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
断
じ
て
、
な
い
。
右
の
諸
家
が

挙
例
す
る
も
の
に
は
、
平
安
期
に
お
け
る

―
も
ち
ろ
ん
成
立
の
問

題
で
は
な
く

―
書
写
の
本
（
元
永
本
『
古
今
集
』「
筋
切
」）
が
あ

る
こ
と
、
鎌
倉
期
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
文
献
（『
七
大
寺

巡
礼
私
記
』『
大
斎
院
前
御
集
』）
な
ど
も
含
ま
れ
る
こ
と
、『
源
氏

物
語
』
に
お
い
て
も
「
各
筆
源
氏
」
を
は
じ
め
と
す
る
鎌
倉
期
写
本

に
も
相
当
数
の
例
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
も
も
う
ひ
と
つ
の

0

0

0

0

0

0

基
準
0

0

で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

と
な
る
と
、「
か
つ
て
そ
う
い
う
書
式
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
出

来
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
本
文
の
優
劣
・
価
値
判
断
と
は
何
ら
関
係
が

な
い
」
と
言
い
つ
の
る
こ
と
は
、
も
は
や
否
定
の
た
め
の
否
定
と
い

う
ほ
か
な
い
。
以
上
の
諸
家
の
論
や
実
例
の
か
ず
か
ず
を
あ
え
て
無

視
し
て
い
る
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
無
知
の
な
せ
る
わ
ざ
か
。
い
ず
れ
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に
せ
よ
、
こ
れ
以
後
言
及
す
る
に
値
し
な
い
、
感
情
論
と
す
べ
き
で

あ
る
。

三　
「
物
語
本
を
書
写
す
る
と
い
う
自
由
で
気
楽
な
立
場
」

陽
明
文
庫
本
『
源
氏
物
語
』
は
別
本
の
代
表
と
し
て
扱
わ
れ
る
本

で
あ
る
が
、
江
戸
期
の
補
写
に
よ
る
初
音
・
藤
袴
・
匂
宮
の
三
帖
を

除
け
ば
お
お
む
ね
鎌
倉
期
写
本
の
雄
と
も
称
す
べ
き
本
だ
が
、
阿
部

秋
生
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
和
歌
形
式
」
は
、
次
の
三
つ
と
い（

２
）

う
。

Ａ　

二
行
書
き
。
第
一
・
二
行
共
に
地
の
文
よ
り
一
～
二
字
下

げ
て
書
き
は
じ
め
、
二
行
で
書
き
終
り
、
次
の
地
の
文
は
改

行
し
て
行
頭
か
ら
あ
き
字
な
し
に
書
く
。
こ
の
型
の
場
合
、

上
の
句
を
第
一
行
に
、
下
の
句
を
第
二
行
に
と
分
け
て
書
く

こ
と
が
多
い
（
桐
壺
型
）。

Ｂ　

二
行
又
は
三
行
書
き
。
第
一
行
の
み
を
改
行
し
て
一
～
二

字
下
げ
て
書
き
は
じ
め
、
第
二
・
三
行
は
地
の
文
と
同
じ
高

さ
に
書
く
。
次
の
地
の
文
は
、
改
行
せ
ず
に
、
歌
の
あ
と
に

つ
づ
け
て
書
く
（
帚
木
型
）。

Ｃ　

二
行
又
は
三
行
書
き
。
第
一
・
二
行
共
に
地
の
文
よ
り
一

～
二
字
下
げ
て
書
く
が
、
歌
が
三
行

目
に
わ
た
る
時
は
、第
三
行
目
を
地
の
文
と
同
じ
高
さ
に
か
く
。

次
の
地
の
文
は
、
歌
に
つ
づ
け
て
書
く
（
紅
葉
賀
型
）。

　

こ
の
三
つ
の
形
式
は
、
お
そ
ら
く
特
定
の
本
の
書
記
法
を
踏
襲
し

た
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
後
代
の
本
に
強
い
影
響
力
を
も
っ

た
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
鎌
倉
時
代
の
書
写
者
の
常
識
の
範
囲
内

で
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

次
の
図
版
〔
写
真
１
〕
は
、
鎌
倉
期
の
断
簡
と
目
さ
れ
る
伝
後
京

極
良
経
筆
「
椎
本
」
切
の
一
葉
。〔
写
真
２
〕
は
、
こ
れ
ま
で
本
誌

で
も
紹
介
し
た
、
伝
寂
蓮
筆
「
若
紫
」
切
の
一
葉
。
い
ず
れ
も
実
践

女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
の
古
筆
切
で
あ
る
。
阿
部
秋
生
の
分

類
に
い
わ
ゆ
る
Ｂ
型
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
類
例
は
数
知
れ
な〔写真１〕伝後京極良経筆「椎本」断簡



― 44 ―

い
。次

の
図
版
〔
写
真
３
―
ａ
・
ｂ
〕
は
実
践
女
子
大
学
の
所
蔵
す
る

「
明
融
本
」須
磨
の
巻
の
一
節
。光
源
氏
が
旅
立
ち
の
準
備
の
さ
な
か
、

藤
壺
の
宮
を
お
と
ず
れ
た
後
、
桐
壺
院
の
陵
前
で
「
な
き
か
げ
や
」

の
歌
を
詠
ん
で
別
れ
を
告
げ
る
場
面
で
あ
る
。
同
巻
は
墨
付
四
九
丁

の
う
ち
第
二
六
丁
６
行
目
の
途
中
か
ら
明
融
を
伝
称
筆
者
と
す
る
筆

跡
に
交
代
す
る
が
、当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
極
め
が
存
在
せ
ず
不
明
。

須
磨
の
巻
は
四
九
首
の
歌
が
あ
る
が
、
こ
の
書
写
者
不
明
の
書
写
部

分
の
一
九
首
を
ふ
く
め
、
右
の
引
用
「
な
き
か
げ
」
の
歌
以
外
は
、

す
べ
て
改
行
・
字
下
げ
に
す
る
も
の
の
、
下
の
句
も
つ
づ
け
書
き
す

る
、
右
に
い
う
Ｂ
型
の
本
文
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、〔
写
真
３
―
ｂ
〕
に
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
筆
者
が
書

写
を
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
い
る
箇
所

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

…
…
…
…
…
…
…
…
…
か
へ
り
出
ん
か
た
も
な
き

心
ち
し
て
、
お
が
み
給
に
、
あ
り
し
御
面
か
げ
さ

や
か
に
み
にえ

給
へ
る
。
そ
ゞ
ろ
さ
む
き
ほ
ど
な
り
。

な
き
か
げ
や
い
か
ゞ
み
る
ら
ん
よ
そ
へ
つ
ゝ

な
が
む
る
月
も
雲
が
く
れ
ぬ
る
」
あ
け
は
つ
る

程
に
か
へ
り
給
て
、
春
宮
に
御
せ
う
そ
こ
き
こ
え
給
。

（
20
ウ
９
行
目
～
21
オ
４
行
目
＝
四
一
〇
頁
１
～
４
）

と
、
歌
の
一
行
目
が
上
の
句
で
改
行
、
こ
れ
ま
で
の
ま
ま
Ｂ
型
を
継

続
す
る
な
ら
ば
、
次
の
下
の
句
は
行
の
頭
高
く
地
の
文
に
続
け
ら
れ

る
は
ず
だ
が
、
実
際
は
字
下
げ
の
下
の
句
を
書
き
、
そ
の
ま
ま
地
の

文
に
続
け
る
（
書
写
者
で
は
な
い
後
人
の
所
為
か
、
歌
と
地
の
文
を

視
覚
的
に
分
け
る
た
め
、
朱
墨
で
鉤
の
記
号
を
付
し
て
い
る
）。
こ

れ
は
阿
部
秋
生
の
い
う
Ａ
型
で
あ
る
。

同
じ
書
写
者
で
あ
っ
て
も
、
定
型
と
い
う
べ
き
か
習
慣
と
い
う
べ

〔写真２〕伝寂蓮筆「若紫」断簡
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〔写真３－ a〕明融本「須磨」19ウ～ 20オ（実践女子大学蔵）

〔写真３－ b〕明融本「須磨」20ウ～ 21オ（実践女子大学蔵）
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き
か
、
Ｂ
型
の
な
か
に
Ａ
型
が
混
入
す
る
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
事

実
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
書
本
の
体
裁
を
書
写
者
が
踏
襲
し
た
と
も

考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
一
字
一
句
複
製
を
つ
く
る
よ
う
な
転
写

方
法
は
む
し
ろ
例
外
中
の
例
外
と
考
え
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

加
藤
洋
介
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
桐
壺
の
巻
以
下
の
東
海
大
学
蔵
明

融
本
九
帖
・
尊
経
閣
文
庫
蔵
定
家
自
筆
本
二
帖
は
Ｂ
型
（「
地
の
文

融
合
型
」）
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
他
書
式
が
混
在
し
て
い
る

と（
３
）いう
。
実
践
女
子
大
学
蔵
の
明
融
本
も
須
磨
の
巻
な
ど
も
ま
た
同

様
と
い
え
よ
う
。
加
藤
が
「
不
統
一
性
が
書
写
者
に
起
因
し
て
い
る

可
能
性
」
と
い
う
と
お
り
、
伝
明
融
の
筆
跡
の
部
分
は
他
巻
で
も
ほ

ぼ
一
貫
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
筆
写
不
明
の
部
分
で
右
の
よ
う
な

現
象
が
見
い
だ
せ
る
の
で
あ
る
。

阿
部
秋
生
は
、
陽
明
文
庫
本
の
書
写
態
度
を
分
析
し
、
次
の
よ
う

に
ま
と
め
て
い（

４
）る

。

一
、
陽
明
文
庫
本
の
書
写
者
は
、
青
表
紙
本
・
河
内
本
成
立
以
後
、

こ
れ
ら
の
系
統
を
ひ
く
人
々
が
「
源
氏
物
語
」
を
書
写
す
る
時

の
よ
う
に
、
研
究
乃
至
は
家
の
学
問
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
書

写
し
て
い
る
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
、
一

字
一
句
を
精
確
に
書
写
し
て
「
証
本
」
を
作
る
こ
と
を
考
え
て

い
た
の
で
は
な
く
、
物
語
本
を
書
写
す
る
と
い
う
自
由
で
気
楽

な
立
場
に
い
る
人
の
書
写
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

二
、
例
示
し
て
来
た
よ
う
に
、
意
味
・
論
理
・
場
面
の
状
況
、
人

物
関
係
等
に
影
響
す
る
異
文
が
か
な
り
多
数
あ
る
（
…
）
が
、

こ
れ
ら
は
た
だ
一
回
の
書
写
の
際
に
生
じ
た
も
の
で
は
あ
る
ま

い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
陽
明
文
庫
本
書
写
の
際
に
生

じ
た
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
前
の
何
回
か
の
書
写
の

際
に
生
じ
た
も
の
の
累
積
が
こ
の
伝
本
の
姿
で
あ
る
の
だ
ろ

う
。
代
々
の
書
写
者
が
、
か
な
り
自
由
に
、
気
楽
な
態
度
で
自

分
の
た
め
の
物
語
本
を
作
っ
て
い
た
こ
と
を
想
定
し
て
い
い
の

で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
は
、阿
部
が
陽
明
叢
書
の
『
源
氏
物
語
』
冒
頭
を
担
当
し
て
、

「
外
形
的
書
誌
事
項
の
検
討
」
や
「
青
表
紙
本
・
河
内
本
と
の
比
較

検
討
」
を
通
し
て
の
「
想
定
」
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ

た
の
は
必
ず
し
も
陽
明
文
庫
本
と
い
う
一
本
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
見

通
し
で
は
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
重
要
な
こ
と
で
は
な

い
の
か
。

つ
ま
り
、

―
「
一
字
一
句
を
精
確
に
書
写
し
て
「
証
本
」
を
作

る
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
く
」「
物
語
本
を
書
写
す
る
と
い

う
自
由
で
気
楽
な
立
場
に
い
る
人
の
書
写
」「
代
々
の
書
写
者
が
、

か
な
り
自
由
に
、気
楽
な
態
度
で
」「
自
分
の
た
め
の
物
語
本
を
作
っ

て
い
た
」

―
と
い
う
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
時

代
の
物
語
の
享
受
の
あ
り
方
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
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い
か
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

右
の
引
用
の
直
前
、
阿
部
は
「
桐
壺
以
下
四
帖
」
に
検
討
材
料
を

限
定
し
て
の
こ
と
と
い
い
な
が
ら
、「
誤
脱
・
異
文
が
少
な
か
ら
ず

あ
る
」
一
方
で
、「
重
校
・
訂
正
も
し
て
い
て
、
不
真
面
目
な
書
写

態
度
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
。
自
由
で
気
楽
だ
が
、
不
真
面
目
で
は

な
い
、
訂
正
・
校
正
の
痕
跡
が
あ
る
の
に
、
誤
脱
・
異
文
が
あ
る
、

と
い
う
現
象
は
、
合
理
性
を
追
究
す
る
研
究
者
か
ら
す
れ
ば
、
理
解

し
が
た
い
こ
と
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
現
前
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
感
覚
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
も
ち
ろ
ん
現

代
人
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
側
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
陽
明
文
庫
本
が

書
写
さ
れ
た
時
代
、
鎌
倉
時
代
の
人
び
と
に
と
っ
て
物
語
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
現
代
の
研
究
者
た
ち
に
と
っ
て
の
「
研
究

の
対
象
」
と
し
て
で
な
い
、
物
語
の
本
義
と
い
う
も
の
へ
の
理
解
が

必
要
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四	

現
代
と
は
異
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
古
典
の
写
本
は

作
ら
れ
て
い
る

「
和
歌
書
式
」
に
も
う
少
し
だ
け
敷
衍
し
て
お
く
な
ら
ば
、
藤
原

定
家
が
蓮
華
王
院
宝
蔵
の
『
土
佐
日
記
』
を
目
の
あ
た
り
に
す
る
感

激
と
と
も
に
、
貫
之
の
書
き
様
を
「
和
歌
は
別
行
に
あ
ら
ず
定
行
に

こ
れ
を
書
く
。
い
さ
さ
か
闕
字
あ
り
、
歌
の
下
に
闕
字
な
く
し
て
後

の
詞
を
書
く
」
と
記
録
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
物
語
な
ら
ざ
る
日
記

の
場
合
と
し
て
も
重
要
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
田

中
新
一
は
こ
れ
を
類
推
の
根
拠
と
し
て
、

以
上
か
ら
推
す
と
、
一
、二
字
の
空
白
を
置
い
て
書
き
出
さ
れ

た
和
歌
埋
没
本
文
こ
そ
、
源
氏
物
語
原
本
に
最
も
近
い
様
式
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
貫
之
自
筆

本
「
土
左
日
記
」
流
の
和
歌
埋
没
様
式
は
、
そ
の
ま
ま
、
歌
頭

で
改
行
す
れ
ば
、
源
氏
写
本
Ｂ
様
式
に
な
る
。
少
な
く
と
も
鎌

倉
期
書
写
本
の
Ｂ
様
式
が
こ
の
系
列
に
立
つ
様
式
で
あ
る
こ
と

は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
Ｂ
様
式
の
源
氏
書
写
本

は
、
歌
物
語
写
本
の
系
譜
に
立
つ
Ａ
様
式
に
比
べ
て
、
あ
る
い

は
「
源
氏
物
語
」
原
型
に
よ
り
近
い
様
式
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。

と
論（

５
）じた

。
田
中
の
論
点
で
あ
る
、
和
歌
を
字
下
げ
・
独
立
し
た
形

で
表
記
す
る
「
Ａ
様
式
」
が
、
地
の
文
の
な
か
に
埋
没
す
る
「
Ｂ
様

式
」
よ
り
も
後
出
か
否
か
、
さ
ら
に
、
和
歌
埋
没
の
様
式
が
「
源
氏

物
語
原
本

0

0

」
に
近
い
か
否
か
、
と
い
う
こ
と
は
い
ま
し
ば
ら
く
検
証

の
時
間
を
必
要
す
る
だ
ろ
う
が
、「
和
歌
は
別
行
に
あ
ら
ず
定
行
に

こ
れ
を
書
く
」
と
い
う
実
例
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
現
状
は
、
そ

れ
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
を
、
今
後
見
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
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さ
ら
に
、
前
に
ふ
れ
た
ご
と
く
、
加
藤
洋
介
に
よ
る
綿
密
な
調
査

で
は
、
定
家
本
系
統
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
本
、
ひ
と
り
の
書
写
者

の
な
か
で
も
「
不
統
一
性
」
が
あ
り
一
貫
し
て
い
な
い
、
と
い
う
。

物
語
の
和
歌
書
式
に
つ
い
て
は
、
定
家
自
身
が
か
な
り
自
在
な

態
度
で
臨
ん
で
い
た
か
、
あ
る
い
は
書
写
の
際
の
親
本
の
書
式

を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
和
歌
は
二
字
ば
か
り
下
げ
て
別
行
と
し
、

次
の
地
の
文
は
直
ち
に
和
歌
に
続
く
こ
と
」
は
、
池
田
亀
鑑
氏

の
言
う
よ
う
な
定
家
本
源
氏
物
語
の
形
態
上
の
特
徴
と
ま
で
は

言
え
な
い
の
で
あ
る
。し
か
も
大
島
本
に
あ
っ
て
は
す
べ
て「
和

歌
は
二
字
ば
か
り
下
げ
て
別
行
と
し
、
次
の
地
の
文
は
直
ち
に

和
歌
に
続
く
こ
と
」
と
い
う
書
式
が
全
体
に
わ
た
っ
て
統
一
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
現
在
の
大
島
本
の
和
歌
書
式
の

姿
は
、
尊
経
閣
文
庫
本
や
明
融
本
か
ら
想
定
さ
れ
る
定
家
自
筆

本
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
は
無
い
と
言
う
こ
と
に
な（

６
）る

。

　

こ
の
加
藤
の
言
の
な
か
に
も
あ
る
「
定
家
自
身
が
か
な
り
自
在
な

態
度
で
臨
ん
で
い
た
」

―
と
は
、
さ
き
の
阿
部
秋
生
に
よ
る
陽
明

文
庫
本
の
「
代
々
の
書
写
者
が
、
か
な
り
自
由
に
、
気
楽
な
態
度
で

自
分
の
た
め
の
物
語
本
を
作
っ
て
い
た
」
と
い
う
指
摘
と
、
な
ん
と

呼
応
す
る
こ
と
か
。
物
語
と
は
、
か
く
も
「
自
在
」
で
「
自
由
に
、

気
楽
な
態
度
」
で
書
写
さ
れ
る
も
の
な
の
か
。

本
論
の
第
一
稿
「
物
語
の
本
義
（
一
）」（
本
誌
第
九
五
号
）
に
は
、

物
語
と
は
「
一
貫
性
を
缺
く
」
こ
と
が
ま
ま
あ
り
、そ
れ
は
「
破

綻
」
と
か
「
傷
痕
」
と
か
呼
び
う
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
う

称
す
る
こ
と
自
体
が
、
現
代
に
生
き
て
い
る
我
々
の
考
え
方
、

感
性
な
の
で
あ
り
、
作
品
を
読
み
解
い
て
作
り
あ
げ
た
は
ず
の

「
年
立
」
に
「
整
序
さ
せ
て
本
文
を
訂
正
し
つ
つ
読
」
む
と
い
っ

た
整
合
性
を
求
め
る
よ
う
に
は
、
物
語
は
で
き
て
い
な
い

 

　
　
　
（
八
八
頁
）

と
申
し
述
べ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
創
作
・
享
受
の
双
方
に

む
け
て
い
い
う
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
書
写
と
い
う
享
受
方
法
の
な

か
で
「
統
一
」
を
は
か
る
こ
と
、
複
数
の
書
写
者
の
間
で
の
「
不
統

一
性
」
を
避
け
る
こ
と
（『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
な
大
部
の
物
語
の

書
写
は
、
寄
合
書
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
）
な
ど
は
、
す
く
な
く
と

も
鎌
倉
時
代
の
な
か
で
は

―
お
そ
ら
く
、
も
う
ち
ょ
っ
と
遡
っ
た

時
代
に
も

―
無
縁
な
考
え
方
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

和
歌
書
式
と
い
う
限
局
的
な
問
題
に
も
、本
論
の
主
旨
で
あ
る「
物

語
と
は
何
か
」
と
つ
な
が
っ
て
く
る
。

　

研
究
者
た
る
者
、
扱
っ
て
い
る
の
が
古
典
で
あ
る
の
な
ら
、
古
典
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の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
に
無
関
心
で
あ
っ
て
い
い
の
か
。『
源
氏
物
語
』

な
ら
『
源
氏
物
語
』
が
本
来
ど
う
い
う
姿
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う

洞
察
ぬ
き
で
説
こ
う
と
す
る
も
の
は
、
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
『
源
氏

物
語
』
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
か
つ
て
そ
う
い
う
書
式
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
出
来
る
だ
け
で

あ
っ
て
…
…
」
と
い
う
人
は
、
次
に
は
こ
う
い
う
だ
ろ
う
、「
和
歌

書
式
」
だ
け
で
大
げ
さ
な
こ
と
を
い
う
な
、
と
。
し
か
し
、
こ
こ
で

大
げ
さ
な
物
言
い
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
要
は
、
サ
ー
ビ
ス

満
載
・
便
利
至
極
の
テ
キ
ス
ト
を
使
う
な
、
と
言
い
立
て
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
え
る
は
ず
も
な
い
。
た
だ
、

こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
そ
の
便
利
さ
に
馴
れ
た
目
に
は
な
じ
み

に
く
い

―
つ
ま
り
、
現
代
と
は
異
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
古
典
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

写
本
は
作
ら
れ
て
い
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
こ
と
を
省
察
す
べ
き
だ
、
と
い
う
こ

と
た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
で
あ
る
。

注（
１
） 「
和
歌
書
式
」
に
つ
い
て
は
、
横
井
「『
夜
の
寝
覚
』
末
尾
欠
巻
部

復
元
の
問
題
点

―
新
出
断
簡
分
析
の
方
法
を
模
索
し
て
」（『
実

践
国
文
学
』
第
八
六
号
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
）
で
ふ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
以
下
の
叙
述
に
や
や
重
複
す
る
と
こ
ろ
な
き
に
し
も
あ

ら
ず
だ
が
、
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

（
２
） 阿
部
秋
生
「
陽
明
文
庫
本
源
氏
物
語
に
つ
い
て
」（
陽
明
叢
書
国

書
篇
・
第
一
六
輯
『
源
氏
物
語　

一
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
九

年
三
月
刊
、
所
収
）、
八
四
頁
。

（
３
） 加
藤
洋
介
「
大
島
本
源
氏
物
語
の
本
文
成
立
事
情

―
若
菜
下
巻

の
場
合
」（
中
古
文
学
会
関
西
部
会
編
『
大
島
本
源
氏
物
語
の
再

検
討
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
刊
、
所
収
）

（
４
） 阿
部
秋
生
「
桐
壺
・
帚
木
・
空
蝉
・
夕
顔
に
つ
い
て
」（
前
掲
注

１
書
、
所
収
）、
一
一
八
～
一
一
九
頁
。

（
５
） 田
中
新
一
「
王
朝
物
語
本
に
お
け
る
和
歌
書
式
」（
樋
口
芳
麻
呂

編『
王
朝
和
歌
と
史
的
展
開
』笠
間
書
院
、一
九
九
七
年
一
二
月
刊
、

所
収
）、
六
〇
六
頁
。

（
６
） 加
藤
洋
介
「
大
島
本
源
氏
物
語
の
本
文
成
立
事
情

―
若
菜
下
巻

の
場
合
」（
中
古
文
学
会
関
西
部
会
編
『
大
島
本
源
氏
物
語
の
再

検
討
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
刊
、
所
収
）、
一
七
七
頁
。

少
な
く
と
も
和
歌
書
式
に
お
い
て
は
、
大
島
本
が
定
家
自
筆
本
を

受
け
継
ぐ
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
指
摘
は
、
他
の
細
々
と
し
た

徴
証
と
重
ね
合
わ
せ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
池
田

亀
鑑
の
い
う
定
家
本
の
特
徴
が
現
実
に
即
さ
な
い
と
い
う
事
実

も
、
今
後
は
忌
憚
な
く
、
も
っ
と
徹
底
的
に

0

0

0

0

検
証
し
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
。

（
よ
こ
い　

た
か
し
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


